
第 1 号議案   令和 3 年（2021）年度事業報告 

認定 特定非営利活動法人 おおいた成年後見権利擁護支援センター 

【概括】 

今年度は日本財団の助成を受けることができ、例年通り事業活動を継続することが出来ました。 

市民後見人養成講座は、 昨年度に引き続き、津久見市と共催で開催し、応募者数 21 名の中から 11

名が修了しました。 法人後見支援員（市民後見人）の登録者が 53 名 になり、 法人後見事業では、

その中から現在 9 名が活動中です。現在、申立書作成支援が１件進行中です。 

何でも相談会は、臼杵市で 1 回、大分碩田地域包括支援センターと共催で大分葵会館住吉で 3 回の

計 4 回開催できました。専門職相談員は、弁護士 2 名、司法書士 2 名、税理士 1 名、社会保険労務士

1 名、社会福祉士 5 名、ケアマネ 5 名、消費生活専門相談員 1 名、認知症地域推進員 1 名のほか保健

師、助産師、看護師、精神保健福祉士などの資格保有者もいました。1 件の相談内容に応じて、複数の

専門職がチームとなって対応することで、ワンストップでの解決を目指し、合計 25 件の相談に応じ

ました。 

勉強会と事例検討会では、日本福祉大学社会福祉学部教授 田中千枝子さんから 6 回シリーズで「対

人支援について」、3 回シリーズで NPO 法人共に暮らす代表の江藤裕子さんからは、「発達障がい者

の理解について」、10 回目は消費生活専門相談員の姫野るみさんから「消費者問題について」、11 回

目は、全国的にも人権は弁護士として衆目されています徳田靖之さんから「人権・人としての尊厳に

ついて」、12 回目には 2019 年に糸賀一雄記念賞を受賞された西宮市社協の清水明彦さんから「重度の

障害がある人と地域で暮らすための支援について」、教示いただきました。 

バトンカフェは、今年度もコロナの影響で津久見市ふれあい交流センターが使えませんでしたが、

区長さんのご協力をいただき、日見公民館で 3 回開催することが出来ました。定期開催と下ノ江地区

の開催を合わせて 22 回でした。参加総数 579 人で累計回数 94 回、参加者累計数が 1,857 人 となり

ました 。 

また、参加者の中には、地域で孤立していたり、外出先がバトンカフェだけだったりと色んな状況の

方がおられます。コロナ禍で、一層人とのかかわりが希薄になり、寂しさや不安がつのり心身状態が

不安定になったりといった方々からお話を聞いたり、悩みや困りごとをゆっくりお聞きしたり、死後

事務や成年後見等申立の相談などを受けることもありました。 

日頃から顔と顔の見える温かい関係性が築かれ、居心地の良い居場所で、気になったことが自然に

言葉として出てくる、相談し易い環境ができていると感じています。 

 

重点項目の１．成年後見制度利用支援体制整備（中核機関設置）のための周知活動と受託は、2 度ほ

ど津久見市から予算書の提出を求められました。津久見市社協が受託するようです。 

2．法人後見事業と市民後見人養成講座の実施は、受任件数 9 件で推移しており、養成講座も開催ま

した。 

3. 居場所づくりへのアウトリーチは、新たな開催場所として、日見公民会で 3 回開催することがで

きました。来年度も開催要望もありますので実施したいと考えています。 

 

これまで同様、権利擁護支援事業と成年後見事業に真摯に取組んでまいりますので、今年度もご協

力をよろしくお願いいたします。 
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【事業報告 】 ★は、 日本財団助成事業 

1. 成年後見事業 

（ 1 ）法人後見事業立上げ準備と運営のアドバイス並びに法人後見事業の運営・管理 

（ 2 ）バトン法人後見事業 

【審査会の開催】 

(1) 11 月 29 日 ⑨案件の担当専任 と ③案件の担当変更 

 

【 受任件数： 9 件 】 

ａ法人が財産管理を登録者の法人後見後見支援員（市民後見人）が身上の保護担当方式 

➀ 母親申立 ○津保佐類型  (知的)  50 代  男性 ○津在宅 (独居) 代理権付与 

② 本人申立 ○津補助類型 （精神） 60 代 女性 ○大精神科病院（３月グループホームから）同意見・代理権付与 

③ 本人申立 ○津補助類型 （精神） 70 代 女性 ○臼有料型老人ホーム 代理権付与 

④ 従姉妹申立 ○津後見類型（精神） 70 代 女性 ○大精神科病院 

⑤ 本人申立 ○左補助類型   (認)   80 代  男性 ○左在宅（アパート独居）同意権付与 

⑥ 実兄申立 ○臼後見類型  (知的)  70 代 女性○臼障害者施設 （親族後見から交代） 

⑦ 実妹申立 ○臼後見類型  (知的) 70 代 女性○臼障害者施設 

⑧ 長男申立 ○津後見類型  （認） 70 代 女性○津介護施設 

⑨ 市長申立 ○津後見類型   （認） 70 代  男性○大精神科病院 

【支援方法別(延件数)】 

電話等 訪 問 来 所 メール 郵 送 家族支援 本人活動支援 その他 合 計 

884 297 16 59 68 31 2 70 1,427 

 

 【申立て相談受付中：3 件 重度心身障がい者施設２件・老健施設１件】 

2. 権利擁護支援事業 

①★バトン市民後見人養成講座 

  目 的：認知症や障がいなどで判断能力が低下した方の権利と財産を守るため、成年後見制度の 

普及・啓発ならびに活用支援と意思決定支援の重要性の認識を深め、質の高い権利擁護  

支援者の育成を図るため。 

*コロナ禍での感染防止対策としてリアルとオンラインのハイブリット方式で開催しました 

日 程：令和 3 年 6 月 6 日(日)～12 月 19 日(日) 19 日間 75 時間（フォーラム含む） 

受講申込者：21 人 受講者数 21 人 修了・登録者数 11 人 

★令和３年度第３回バトン権利擁護支援フォーラム １０月３日  13 時 30 分～17 時まで 

講師：國學院大學教授で弁護士 佐藤彰一さんから「施設の暮らしと権利擁護」、知多地域成年後見セ

ンター理事長 今井友乃さんから「地域で展開する法人後見」、と題してご教示いただき 

法人後見支援員の山田るり子さんと佐藤祐太さんから実践報告があり、地域と施設の権利擁護

の重要性を考えていただきました。 

会場と Zoom のハイブリット方式でおこない大分県内はもとより、千葉、東京、愛知、埼玉、

神奈川、岡山、長崎、宮﨑、鹿児島、沖縄県等から参加があり参ました。 /参加者６０人 
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②★成年後見制度に関する相談(津久見市社協) 

《津久見相談ブース》*１回/月、第４水曜日 13：30～15：30    * 開催回数：12 回 

地域 臼杵市 津久見市 大分市 別府市 佐伯市 県外・未定 合計 

電話 7 8 6 1 1 0 23 

来所 7 6 0 0 0 0 12 

合計 14 14 6 1 1 0 36 

                       累計開催回数 48 回 累計相談件数 117 件 

★バトン何でも相談会 10 時～12 時 

②令和 3 年 6 月 1２日(土) 場所：バトン事務所 相談件数：５件 

③１０月３０日(土) 場所：葵会館住吉 相談件数：８件 

④令和 4 年 1 月 15 日(土) 場所：葵会館住吉 相談件数：５件 

⑤3 月 26 日(土) 場所：葵会館住吉 相談件数：7 件         /合計 25 件 

弁護士、 司法書士 、 税理士、社会福祉士、 精神保健福祉士、行政書士、認知症地域推進員、保健師 

看護師、社会保険労務士 、認知症ケア専門士、 消費生活専門相談員、主任介護支援専門員 等々各種 

専門職が相談内容に応じてチームで相談を受けました。 

相談件数 25 件 （大分市 16 件・臼杵市 4 件・津久見市 3 件・別府市１件・日出町１件）   

相談内容は、所有権、相続、保険金、将来の不安、土地建物登記、消費者被害等おひとりがいくつもの 

困りごとを抱えている案件が多く、領域を超えた専門職が必要に応じ、複数人で相談を受けることで 

より良い解決へ向け対応をさせていただきました。 

 

③★バトンゼミナール (質の高い支援者の育成) 18 時～19 時 30 分 

○勉強会と事例検討会をリアルとオンラインのハイブリット方式で 12 回開催しました。 

＊講師：日本福祉大学 社会福祉学部 教授 田中千枝子さん 

① 6 月 1 日(火)「支援とは」               ② ７月６日（火）「コミュニケーション」  

② ８月２日（月）「人間を理解するということ」     ③ 9 月７日（火）「４つの痛み」 

⑤ 10 月５日（火）「社会福祉の人間理解」 

⑥ 11 月１日（月）「地域でチームで支援するということ」 

＊講師：NPO 法人 共に生きる 代表 江藤裕子さん 

⑦ 11 月 30 日（火）「発達障がい者の特性の理解と社会全体での対応力を強化する」 

⑧ 12 月 16 日（木）「①実践事例を通して考えよう」事例で学ぶ 

⑨ 12 月 22 日（水）「②実践事例を通して考えよう」事例と質疑応答 

＊講師：消費生活相談専門員 姫野るみさん 

⑩令和 4 年 1 月 27 日(木)消費者問題「見守る人の消費生活の知識が必要になる」 

＊講師：徳田弁護士事務所代表 弁護士 徳田靖之さん 

⑪ 2 月 9 日(水)「人としての尊厳を守るためには」～薬害エイズ、ハンセン病訴訟から学んだもの～ 

＊講師：西宮市社会福祉協議会 副理事長 清水明彦さん 

⑫ 2 月 28 日(月)「重度の障害がある人と地域でともに暮らす」 

開催回数：12 回 （累計回数：27 回） ／  参加者合計数：543 人  （累計参加者数：796 人） 

〈地域別〉福島、千葉、愛知、兵庫、広島、山口、岡山、愛媛、高知、徳島、福岡、長崎県、大分市 

別府市、日田市、中津市、杵築市、竹田市、豊後大野市、佐伯市、津久見市、臼杵市 
 

〈職種等〉行政・包括・社協・病院・施設(介護・障害・児童)・事業所(居宅・介護・障害・児童)職 

員、社会福祉士、ケアマネ、精神保健福祉士、MSW、障がい分野相談員、医師、看護師、 

保健師、助産師、児童指導員、グループホーム職員、児童相談員、介護福祉士、司法書士 

消費生活相談員、行政書士、会社役員、教員、主婦等  
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④★バトンカフェ(定期：毎月第 2 日曜日：臼杵商工会議所 1 階フロア  他不定期) 

要支援者の早期発見早期対応のためと、居場所づくりを目的に開催。 

○定期開催 12 回開催（累計：59 回） 参加者合計： 296 人  累計参加者： 1,147 人 

○in 下ノ江 7 回開催 （累計：24 回）  参加者合計： 147 人  累計参加者：  448 人 

○in 津久見  3 回開催 （累計：10 回）  参加者合計： 136 人    累計参加者：  224 人  

○in 佐 伯  0 回開催  参加者累計： 38 人（Ｈ31 年度のみ開催） 

合計開催数 22 回／累計開催数 94 回 ／ 参加者合計 579 人／ 累計参加者合計 1,857 人 

 

⑤バトンおたがいさま事業（食材と日用品の無料配布） 

 (1)10 月 14・15 日 

日頃から協働している関連機関の方々にご協力いただき、臼杵市と津久見市大分市の独居や高齢者の

２人暮らし、障害のある方、子育て世代、就労施設等へカレーとアルファー米のセットを１５０食分と

紙オムツやウエットティッシュ生理用品等をお配りしました。 

(2)令和 4 年 2 月 18～20 日 

  バトン地域見守りたい支援員と日頃から協働している関連機関の方々にご協力いただき、臼杵市と 

津久見市の独居や２人暮らしの高齢者や障害のある方、子育て世代、就労施設、ヘルパー事業所等 

へ白米 5 ㎏とレトルトカレー、ラーメン 1 ケースのセットを４０袋と必要な方はマスク等をお配り 

しました。 

 

⑥バトン見守りたい事業 

バトンゼミナール・バトン市民後見人養成講座修了者が、支援者として見守り支援が必要な方の 

お手伝いをしました。(基本は 1 回／月電話と訪問です。) 

1） 臼杵市緑区   80 代 女性  独居 認知症  

2） 臼杵市港町   80 代 女性 独居 

3) 臼杵市大野  80 代 女性 夫と 2 人暮らし 重度認知症 

4） 臼杵市臼杵  70 代 女性 独居 県外から姉妹を頼って移住 

5） 臼杵市臼杵  70 代 女性 独居 全盲 

6） 臼杵市北海添 70 代 女性 独居 軽度認知症 

7） 臼杵市福良  80 代 女性 独居 軽度認知症 

8） 臼杵市江無田 90 代 男性 独居 軽度認知症 

9） 臼杵市新地  70 代 女性 独居 片麻痺（脳梗塞後遺症） 

10） 臼杵市大野  80 代 男性 独居 

11） 臼杵市田井  70 代 女性 独居 骨折後杖突歩行 

12） 臼杵市柏      90 代 女性 独居 軽度認知症 

／ 合計 12 件 

⑦バトン図書館 

不要になった書籍を寄付していただき、無料で貸し出しを行います。貧困家庭の負の連鎖等が問    

題になっています。貧困から抜け出すための方法として、学力や知識を身につけることだと言われて 

います。また、児童虐待等の早期発見にもつながる活動です。  

今年度は、大分県遊技業協同組合様からブックオフコーポレーション株式会社様の仲介により 

中古本を寄贈していただきました。 /  貸し出し合計数：52 冊 
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⑧バトン講師派遣事業 

バトン講師派遣事業は、講師登録制で基本は 60 分 2 万円（状況に応じて変更もあり）で、登録者が受

託する事業です。 

行政や各団体、事業所などに、講義名、講義内容、講師名等の一覧表を配布して、依頼を受け日程等の

調整を行います。 

〇令和 4 年 3 月 6 日 10 時～12 時 30 分 「大分市高齢重度視聴覚障害者生活支援・訪問事業研修会」 

 場所：大分県聴覚障害者センター研修室  参加者 15 名 

 

⑨総合相談(随時何でも相談)  

①バトンカフェで「なんでも相談会」を開催しました。 

③ 保健・医療・福祉・権利擁護に関する相談全般を随時受付けています。 

相談件数：464 件 （累計相談件数 1,927 件） 

 

 

⑩行政職員・専門職相談員・ケアマネ・ケアスタッフのための相談窓口 

  *毎週木曜日１３時～１７時 場所：バトン事務所 
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⑪死後事務委任契約 

 1 件（男性 佐伯市） 

 

⑫ボランティア・研修の受入れ 

◎夏休み学生ボランティア受入れ 

7 月 17 日 大分県立臼杵高校 2 年生 1 名(バトンカフェ in 下ノ江) 

8 月 8 日 夏休み学生ボランティア受入れ：大分県立臼杵高校 3 年生 3 名(バトンカフェ) 

◎社会福祉士受講予定現場実習生受入れ２名 

8 月 8 日 緑の園実習生（バトンカフェ） 

◎行政職員現場研修受入れ  

7 月 6 日・12 月 19 日令和 3 年度 NPO 現場体験研修：大分県職員（農林水産部 地域農業振興課） 

 

⑬任意代理契約事業 

 

⑭事業所と相談契約事業 

契約により会社や事業所のヘルスメンタルケアや職員への相談支援をおこないます。 現在 0 件。 

 

⑮権利擁護支援実践協議会 

 

⑯エンパワメント事業 

 

3.法人内の取り組み 

(1)会議の開催 

4 月 13 日(火) 第１回理事会 

4 月 28 日(水) 第 5 回定期総会 

5 月 15 日(金)～３者会議 6 回開催(5/11・6/4・9/3・11/2・12/7・3/9) 

 

(2)支援者の拡大 

 正会員  17 名   

 賛助会員 39 名    団体賛助会員 1 団体 

 寄付者  154 名 １，３３４，０４０円  

 

（3）委員会や研修会への参加 

４月 7 日 臼杵市公平委員会参加 

4 月 18 日 ぜんち共催研修会「施設での権利擁護」國學院大学法学部教授 佐藤彰一さん 

５月  1 日 岡山ネット懇研修「審判確定から 1 ヶ月報告までの業務」代表 弁護士竹内俊一さん 

５月 15 日 岡山ネット懇研修「意思決定支援のプロセスにおける支援チームの形成とミーティング 

の検証」日本福祉大学社会福祉学部 教授 田中千枝子さん 

5 月 22 日 ぜんち共済研修会「障害年金」社会保険労務士 松山純子さん 

5 月 23 日 岡山ネット懇研修「意思決定支援チーム・ミーティングの検証」 

日本福祉大学社会福祉学部 教授 田中千枝子さん 

5 月 28 日 日本弁護士会研修「第 18 回日弁連高齢者・障がい者権利擁護の集い」 

6 月 24 日 OBS ラジオ出演 NPO 法人紹介 
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6 月 26 日 尾張北部権利擁護支援センター主宰権利擁護講演会 

「障害がある人の地域生活にかかわる課題」弁護士 高森裕司さん 

7 月 20 日令和 3 年度第 1 回日本福祉大学権利擁護研究会 

    「地域福祉と権利擁護支援との関連をめぐって」同志社大学 永田教授 

8 月 8 日 尾張東部権利擁護支援センター主宰令和 3 年度成年後見セミナー 

「ものがたりでわかる成年後見制度」 渡辺哲雄さん 

9 月 3 日 全国権利擁護支援ネットワーク主宰 

「成年後見制度利用促進法における中核機関の役割と実務研修」 

9 月 15 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「パラダイム転換を引き起こした思想の数々」 

     国際医療福祉大学大学院教授 大熊由紀子さん 

9 月 22 日 乃木坂スクール ZOOM 講座 患者の思いと「人生会議」 

          卵巣ガン体験者の会スマイリー 代表 片木美穂さん 

９月 29 日 乃木坂スクール ZOOM 講座 「判事・検事・研究者を経験して考える医療事故の倫理」 

     中京大学法務総合教育研究機構 教授 稲葉一人さん 

10 月 6 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「看護や医療を漫画で深める」水谷 緑さん 

10 月 13 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「聞こえない身で作り続けた映画から生まれたもの」 

      映画監督 今村彩子さん 

10 月 20 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「絵本から始まった認知症になっても安心なまちづくり」 

      太田市認知症ライフサポート研究会 大谷るみ子さん 

10 月 27 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「両目と両手を失い教師となる夢をかなえて」 

      大阪市立盲学校西洋史担当・前教師 元全日本視覚障害者協議会 会長 藤野高明さん 

11 月 3 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「エンゼルカードで両親を支え医療者を変える」 

   「小さないのち」代表 松下裕子さん 

11 月 10 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「前例を変える手法～日本と海外を比較して～」 

      国際医療福祉大学大学院教授 大熊由紀子さん 

11 月 17 日 乃木坂スクール ZOOM 講座尊厳なきバリアフリー「心・やさしさ・思いやり」に異議あり 

      1 級建築士・前東洋大学教授 川内美彦さん 

11 月 24 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「失禁に関心を持った医師がわずか 4 人だった時代、そして、いま」 

      日本コンチネンス協会 葛西善憲さん 

12 月 1 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「かかりつけ医（GP）から見た新型コロナ禍における英国の医療」 

   英国在住 General Practitioner  澤 憲明さん 

12 月 8 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「たいへん障害の重い人たちが拓いてきた地域での暮らし」 

   西宮社会福祉協議会 副理事長 清水明彦さん 

12 月 15 日 乃木坂スクール ZOOM 講座 

「裁判で変えるハンセン病・薬害スモン・薬害エイズ 再び始まる子宮頸がんワクチン被害」 

弁護士 徳田靖之さん 

12 月 22 日 乃木坂スクール ZOOM 講座「ゲストから学んだこと、実行にうつしたこと」 

      国際医療福祉大学大学院教授 大熊由紀子さん 

令和 4 年 

1 月 22 日 2021 年日韓高齢者・障害者権利擁護大会 ZOOM 

「成年後見制度利用促進の現状」NPO 法人 PAS ネット代表 福島健太さん 

「精神障碍者の権利湯尾羽後の現状」韓国 Catholic 大学社会福祉学科 李容標教授 

 

7 



 

1 月 29 日 権利擁護支援者研修会 

     「成年後見制度の動向と課題」一般社団法人萩長門成年後見センター代表理事 山口正之さん 

2 月 12 日 全国権利擁護支援ネットワーク第 13 回全国フォーラム 

  13 日 「成年後見制度利用促進基本計画から 5 年を振り返る」 

厚労省社会・援護局成年後見制度利用促進室 後見制度利用促進専門官 川端伸子さん 

新潟大学法学部 教授  上山泰さん 

3 月 5 日 岡山成年後見勉強会 

     「医療現場言おけるチームケア」看護師 上條美代子さん 
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